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第 1 章

はじめに

パソコンやスマートフォン（携帯電話）に代表される情報機器は、あらゆる場所・場面
で使われるようになってきました。わたしたちの生活や社会において情報機器は、なくて
はならない存在となっています。
そして、これらの情報機器の性能向上にあわせて、そこで扱われる情報は、質も量も増

えています。多様で、かつ大量の情報が取り扱われることは、その取り扱いに注意を払わ
ないといけない場面が増えることにつながります。導入・運用、そして廃棄にいたるまで
の情報機器のライフサイクルのすべての段階で、情報の取り扱いにはきめ細かな配慮が求
められます。
このライフサイクルにおいて見落としがちになってしまっている点として、情報機器の

廃棄の際に、記録した情報を消去しておくことをあげることができます。たとえば、ハー
ドディスクに蓄えられた情報を適切に処分しないままパソコンを処分してしまうと、情報
流出事故につながります。話題にのぼったのはコロナ禍前の「2019年神奈川県HDD転売・
情報流出事件 [1]」でしょうか。この章では、情報が流出してしまう原因とその対処法を紹
介します [2]。

1.1 情報の流出を防ぐためには
情報機器の代表的な存在であるパソコンは、家庭や会社など、さまざまな場所で使われ

るようになりました。これらのパソコンには、利用者やその家族の情報、あるいは会社の
機密情報など、多くの非常に大切な情報がハードディスクやSSDをはじめとする記憶装置
（ストレージデバイス、以下、単にストレージやディスク、あるいはドライブと表記するこ
とがあります）に保存されています。
このため、パソコンを手放すときには、記憶装置に保存されている情報を確実に消去す

ることが重要です。また、パソコン本体やハードディスク・SSDだけでなく、USBメモリ
やSDメモリカードなどのリムーバブルメディア（取り外し可能な記憶媒体）を廃棄する
ときにも、そこに記録されていた情報を消去するべきでしょう。
この本の読者の中には、「わしの使こてるパソコンには、そんなたいそうな情報はあれへ

んで」と感じる方がいるかもしれません。ですが、はたしてそうでしょうか？
もし、ご家庭でお使いのパソコンでメールを読み書きしていたら、プロバイダにアクセ

スするための IDとパスワードがどこかに記録されているはずです。また、オンラインショ
ッピングを利用したことがあれば、クレジットカード番号が消されずに残っているかもし
れません。これらの情報が悪用されると、大きな被害を受ける可能性があります。
仕事で使っているパソコンであれば、取引先の情報や顧客のプライバシーに関する情報

が保存されているかもしれません。これらの情報は、そのパソコンの利用者には重要性の
実感がわかないかもしれませんが、取引先や顧客にとっては大切な情報です。もし、それ
らが流出すると、取引先や顧客に迷惑をかけてしまうだけでなく、あなたの会社にも計り
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第 2 章

まず使ってみよう

この章では、ごく一般的な構成のパソコンを対象として、CD版「ストレージ消去ツー
ル『wipe-out』」を使ってドライブの情報を消去する方法を紹介します。

2.1 起動前の準備と確認
まずはじめに、この章で想定しているパソコンや、CD版『wipe-out』を利用するために

確認しておくべき事項を説明します。

想定しているパソコンの構成

この章で想定しているパソコンは、いわゆるメーカ製のものなど、一般的な構成のデス
クトップパソコンです。具体的には、以下の条件を満たすパソコンを対象とします。

• Windows 10/11などが動作する（Windows 7や8.1が動作していた）
• CD-ROMからOSを起動することができる
• ATAインターフェイスあるいはNVMeインターフェイスにハードディスクかSSDが
1台だけ接続されている

いわゆる自作パソコンやノートパソコンであっても、上の条件に一致するものであれば、
この章で紹介する操作でハードディスクの情報を消去することができます。
やや古めのデスクトップパソコンやノートパソコン、あるいは、サーバ向けのものや組

み込み機器向けでなければ、上の条件を満たすものがほとんどではないでしょうか。
逆に新しいパソコンではCD-ROMなどの光学ドライブを搭載しないものが増えました。

そのような場合はUSBメモリ版『wipe-out』を使ってください。起動メディアがCDであ
るかUSBメモリかという違い以外に、CD版とUSBメモリ版に本質的な差異はありませ
ん。USBメモリ版をお使いの場合は、CDと書いてあるところをUSBメモリに置き換えて
本章の続きをお読みください。

CDの準備

CD版『wipe-out』を使うためには、それを書き込んだCD-Rが必要です。ここでは、す
でにそのCD-Rが用意できているとします。
『wipe-out』の入手方法やCD-Rに書き込む方法は、後の第3章（p. 19）で詳しく説明

します。もちろんUSBメモリ版『wipe-out』を準備する方法も3.5節（p. 22）で詳しく説
明します。
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第 2章 まず使ってみよう

起動設定の確認
CDなどの光学メディアからの起動に対応しているパソコンの多くは、そのドライブに
起動可能なCD-ROMをセットしておけば、そのCD-ROMに入っているプログラム（OS）
が自動的に起動するようになっています。しかし、パソコンの設定によっては、CDからで
はなく、SSDやハードディスクに入っているプログラム（多くの場合はWindows）が起動
します。
そのような場合は、パソコン本体、あるいはマザーボードなどの説明書を参照して、CD

から起動できるように設定してください（5.1節（p. 38）でも説明します）。

2.2 CDから起動してみよう
準備ができたら、CD版「ハードディスク消去ツール『wipe-out』」を書き込んだCD-R

をパソコンにセットして、パソコンの電源を入れて起動します。パソコンによっては、電
源を入れてからCD-Rをセットし、リセットボタンを押したり、CtrlとAltとDELキーを
同時に押すなどして、リセット（再起動）しなければならないかもしれません。
CD版『wipe-out』を起動しても、いきなりハードディスクの消去が開始されるわけでは
ありません。後述（p. 15）のように何度も確認メッセージが表示されます。確認メッセー
ジの「消しますか？」に対して「Yes」を選択しなければ、ハードディスクは消去されませ
ん。安心してCD-Rから『wipe-out』を起動してみてください。

起動中は
CD-Rから『wipe-out』のOSであるFreeBSD読み込まれると、画面に図1のようなブー
トメニューが表示されます。もし、OSであるFreeBSDがうまく動かないときは、ここで
「7. Configure Boot Options」を選び、「ACPI Support」を「Off」にしたり、「Safe Mode」
を「On」にすると問題を回避できることがあります。
その後、FreeBSDが周辺機器などを検出するシステムメッセージ（図2）が表示されま
す。この画面では、そのパソコンのCPUやメモリ、そして接続されている各種デバイスな
どの情報が表示されます。表示内容は、お使いのパソコンによって異なります。表示内容
の詳細については、FreeBSDに関する参考書 [7, 8, 9]などをご覧ください。

2.3 メインメニュー画面
『wipe-out』が起動し終わると、図3のようなメニュー画面が表示されます。この画面で
は、上から順に

• 消去対象となっているドライブの型番
• ドライブの容量
• 操作メニュー

が表示されています。まず、表示されているドライブの型番と容量を確認してください。
図3の例では、ドライブの型番は「VBOX HARDDISK 1.0」で、容量は12Gバイトです。
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2.3 メインメニュー画面

図 1 FreeBSDのブートメニュー

図 2 起動時のシステムメッセージ
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表示される容量は、パソコンやハードディスクのカタログなどに記載されている値とは微妙
に異なっているかもしれません。なお、この容量表示では、1kバイトは1,024バイト、1Mバ
イトは1,048,576バイト、1Gバイトは1,073,741,824バイト、1Tバイトは1,099,511,627,776

バイトです。
ドライブの型番と容量表示の下には、操作メニューが表示されます。メインメニューが
表示された直後は、この部分は「0を上書きして、このディスクのデータを消す」 がハイ
ライト表示されています。ここで、上下カーソルキーを押すと、別の項目をハイライト表
示にすることができます。たとえば、「複数回上書きして、……」をハイライト表示するに
は、下カーソルキーを二度押します。
エンターキーを押すと、ハイライト表示されている項目が選択されます。

図 3 メインメニュー画面

2.4 ディスクの消去
操作メニューで「0を上書きして、このディスクのデータを消す」を選ぶと、図4の確認
ダイアログボックスが表示されます。この画面では、メインメニュー同様に、ドライブの
型番と容量が表示されます。
確認ダイアログボックスの下部には、「Yes」・「No」の選択肢が表示されていて、ダイア
ログボックス表示直後は、「Yes」がハイライトされています。ここで、タブキー、あるい
は左右カーソルキーを押すと、「Yes」・「No」のハイライトが入れ替わります。
この確認ダイアログに表示されているディスクの情報を消す場合は、「Yes」を選択し（ハ
イライトさせた状態でエンターキーを押し）ます。逆に、ディスクの中身を消したくない
ときは、「No」を選択します。「No」を選んだ場合は、消去を中止してメインメニューに戻
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起動用メディアの作成

さて、前章ではすでに起動用メディア（CD-R）が用意されているものとして、『wipe-

out』の簡単な利用方法を紹介しました。この章では、作者のウェブサイトで配布している
『wipe-out』のイメージファイルから、ブータブルCDならびにUSBメモリ、フロッピーを
作成する方法を説明します。

3.1 最新版はいずこに?
「ストレージ消去ツール『wipe-out』」は、作者のウェブサイトhttps://www.asahi-net.

or.jp/~qx8d-isjm/で公開されています。ここのリンクをたどって、最新版をダウンロー
ドしてください。
配布しているファイルには

• wpout[バージョン番号][種別].[ファイル形式]

という名称がついています。バージョンによっては、「種別」と「ファイル形式」の間に
「YYYY-MM-DD」あるいは「YYYYMMDD」形式で日付が入っているものもあります。

2025年12月での最新バージョンは、「2.5」で、ファイル名のバージョン番号は「25」に
なります。日付は「2025-12-26」です。
種別は、「t」、「m」、「f」、「s」の4つがあります。それぞれ、次のような意味を表してい

ます。

t: 通常版。ハードディスクの情報を消去するツールのみが入っています。
m: マニア向け。ツール以外にFreeBSDのさまざまなコマンドも入っています。
f: フロッピー版です。
s: ツールのソース一式のみが入っています。

なお、すべてのバージョンですべての種別が用意されているわけではありません。
ファイル形式（拡張子）には、「iso」、「img」、「tgz」（tar+gz）、「.gz」、「usb」と「lzh」

（LHa・-lh5-）などがあります。「iso」は非圧縮の ISOイメージファイルであることを示し
ています。「img」と「usb」はUSBイメージファイルです。「tgz」、「gz」と「lzh」はファ
イルサイズを小さくするために圧縮した（アーカイブ）ファイルです。
CDから起動してドライブの情報を消すだけの場合は、通常版の ISOイメージファイル

（wpout25t-2025-12-26.iso）をダウンロードしてください。圧縮したファイルをダウン
ロードした場合は、適切なツールを使って、ISOイメージファイルを取り出してください。

3.2 ISOイメージとは
配布している「wpout25t-2025-12-26.iso」というファイルをCD-Rに書き込むと消去

ツールのCDができあがります。このファイルは、その拡張子「.iso」からもわかるよう
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第 3章 起動用メディアの作成

に、「ISOイメージファイル」と呼ばれています。この名称は、データCDの規格である
「ISO9660」に由来します。この規格 [10]は、CDにデータをどのように格納するかを定め
たものです。CDに書き込まれる情報をひとまとめにして配布する場合に、このファイル形
式が使われます。

次に、この「ISOイメージファイル」をCDに書き込む手順を説明します。ここでは簡単
にするため、日付抜きの「wpout25t.iso」をファイル名として用います。

3.3 Windows 11での書き込み手順の例
Windows 11では、ISOイメージの書き込み機能がWindowsエクスプローラーに組み込
まれています。図10のように、ISOイメージファイルを「D:YISO-IMAGESY」フォルダに保
存してあるのであれば、書き込み可能なCD-Rをドライブにセットして、そのイメージファ
イルのアイコンをクリックしてください。そしてメニューバーの「…」をクリックすると
上から二つ目に「書き込み」というサブメニューが出てきます。これを選ぶと「Windows

ディスクイメージ書き込みツール」が動きます（図11）。ここで「書き込み」ボタンをク
リックすることで ISOイメージをCD-Rに書き込むことができます。

書き込みが終わったら「ディスクイメージは正常に書き込まれました」と表示されます。

図 10 Windows 11では、イメージファイルを選んで「…」をクリック
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3.5 正しく書き込めたか確認しよう

図 11 Windowsディスクイメージ書き込みツール

3.4 正しく書き込めたか確認しよう
書き込みが終了すると、CD-Rが自動的にイジェクトされます。ここでCD-Rの中身を

Windowsエクスプローラで確認してください。図12のように複数のフォルダとファイルが
存在していれば、イメージを正しく書き込みできています。
もし、CD-Rにファイルが一つしかなく、そのファイル名が「wpout25t.iso」だった場

合は、書き込み手順を再確認してください。

サポートの切れたWindowsパソコンなどでは

実際にハードディスクの情報を消したいというニーズが高くなるのは、OSなどのサポー
トが切れて廃棄するパソコンに対してでしょう。たとえば、Windows 10がインストールさ
れたパソコンがそれにあたります。
ですが、ISOイメージのダウンロードを目的として、それらの古いパソコンでインター

ネットにアクセスすることは安全とはいえません。面倒ですが、ダウンロードにはサポー
トが切れていない安全なパソコンを使ってください。
もちろん、それらの古いパソコンで『wipe-out』を利用することに問題はありません。

UN*XマシンでCD-Rに書き込むには

『wipe-out』のCD作成は、Windowsマシンだけでなく、もちろん、FreeBSDやLinuxな
どのUN*Xマシンからでも行えます。ISOイメージファイルをダウンロードして、cdrecord

などのコマンドを使って、イメージファイルをCD-Rに書き込んでください。たとえば、

# cdrecord dev=1,0,0 wpout25t.iso

のようにします。
詳しくは、お使いのマシンのcdrecord(8)マニュアルページなどを参照してください。
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第 3章 起動用メディアの作成

図 12 Windowsエクスプローラーで確認

3.5 起動用USBメモリの作成
USBメモリ版の『wipe-out』は3.1節（p. 19）に書いたように、ファイル形式が「.img」
となっています。ファイル名は「wpout25t-2025-12-26.img」となります。説明には日付
を抜いた「wpout25t.img」を使います。
このUSBイメージファイルを、みなさんの環境に応じた方法でUSBメモリに書き込み、
データを消去したいパソコンに接続してブートすればUSBメモリ版『wipe-out』が起動し
ます。メインメニューが出てからの使いかたはCD版と同じです。
USB版『wipe-out』では、イメージファイル中に、あらかじめログを保存するフォルダ
を用意しています。4.8節（p. 32）で紹介する手順で簡単にログを保存することが可能と
なっています。

UN*X系マシンでUSB版を作成する

では、USBイメージファイルをUSBメモリに書き込む方法を説明しましょう。まずは
UN*Xマシンでの例です。以下のように、入力にはイメージファイル、出力にはUSBメモ
リに指定してdd(1)コマンドで書き込みます。

# dd if=wpout25t.img of=/dev/da0 bs=1048576

ここでは出力には「/dev/da0」を指定しましたが、お使いの環境によっては別のデバイ
スファイル名になるかもしれません。それぞれの環境に応じたファイル名を指定してくだ
さい。
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3.6 起動用フロッピーの作成

WindowsマシンでのUSBイメージの書き込み

Windowsマシンでは「シリコンリナックス株式会社（http://www.si-linux.co.jp/）」
が配布している「DD for Windows」というソフトウェアを利用するのが簡単です。UN*X

マシンと同様に入力にはイメージファイルを、出力にはUSBメモリを指定して書き込み操
作を行います。操作はもちろんGUIなので難しくありません。
「DD for Windows」を（必要な場合は管理者権限で）起動し、左側の「ディスク選択」
ボタンを押して書き込み先USBメモリを指定します。次に右側の「ファイル選択」を押し
てイメージファイルを指定します。このときに「ファイルの種類」は「All files」としてく
ださい。出力には16GバイトのUSBメモリ（この例ではF:ドライブ）を、入力にはイメー
ジファイル（wpout25t.img）を指定すると、図13のような画面になります。

図 13 DD for Windowsでイメージファイルと書き込み先を指定

書き込みUSBメモリ（対象ディスク）をしっかり確認してから「<< 書込 <<」ボタンを
押して書き込みます。安全対策として「書き込みます。よろしいですか」といったメッセー
ジが出てきます。心配性のかたは「いいえ」を押して図13でしっかり確認しましょう。書
き込みが完了すると図14の画面が表示されます。これで『wipe-out』のブート用USBメモ
リの完成です。
本節では、書き込みツールとして「DD for Windows」を紹介しましたが、Windows向

けの書き込みツールは他にもあります。書き込みには、お好みのツールを使ってください。

3.6 起動用フロッピーの作成
フロッピー版『wipe-out』を利用するためには、イメージファイルをフロッピーに書き

込む必要があります。ここでは、その方法を説明します。
フロッピー版『wipe-out』のイメージファイルは、CD版やUSBメモリ版と同様に、作者

のウェブサイトで配布されています。フロッピー版の配布アーカイブの名前は、「wpout08f.

tgz」または「wpout08f.lzh」です。お使いの環境にあわせて、いずれかのファイルをダ
ウンロードし、アーカイブファイルからイメージファイル「wpout08f.flp」を取り出して
ください。
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第 3章 起動用メディアの作成

図 14 DD for Windowsで書き込みが完了しました

書き込みツールの用意

イメージファイルをフロッピーに書き込むには、書き込みツールが必要です。書き込み
ツールとしては「fdimage」や「rawrite」を利用することができるでしょう。これらのツー
ルは、『wipe-out』が利用しているOSであるFreeBSDの配布サイトからダウンロードする
ことができます。

なお、このツールを使わずに、Windowsのエクスプローラでフロッピーにドラッグ・ア
ンド・ドロップしたり、コマンドプロンプトから「copy wpout08f.flp a:」としてもフ
ロッピーにイメージファイルを書き込むことはできません。

フロッピーに書き込む

イメージファイルと書き込みツールの用意ができたら、コマンドプロンプトを起動し、
次のようにして、イメージファイルをフロッピーに書き込んでください。

D:\>fdimage wpout08f.flp a:

なお、上の例は、イメージファイルと書き込みツールをドライブD:のルートディレクトリ
に置き、フォーマット済みのフロッピーがドライブA:にセットされている場合のものです。

書き込みが終わると、「D:Y>」とコマンドプロンプトが表示されます。

UN*Xマシンでフロッピーに書き込み

CD版やUSBメモリ版と同様に、フロッピー版も、Windowsマシンだけでなく、もちろ
ん、FreeBSDやLinuxなどのUN*Xマシンからでも書き込みを行えます。「tgz」版のアー
カイブをダウンロードして、ddコマンドを使って、イメージファイルをフロッピーに書き
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第 5 章

起動デバイスの切り替え

ここまで、CD版を中心に『wipe-out』の使いかたを説明してきました。しかし、すべて
のパソコンがCDからの起動に対応しているわけではありません。また、光学ドライブに
CD-Rをセットしたからといって、必ずそのCD-Rから起動できるわけではなく、SSDな
どに入っているWindowsが起動することもよくあります。この章では、起動するデバイス
の切り替え設定と、さまざまなデバイスからの起動する方法を説明します。

5.1 起動メニューの表示
電源を入れてWindowsなどのOSが立ち上がる前に「Press F2 for setup」や「Press

[Tab] To Show Post Screen, [DEL] To Enter Setup」といったメッセージが短時間だ
け画面の左下などに表示されるパソコンがあります（出ないパソコンもあります。その場
合は紙やPDFの説明書などを探してください）。
このように多くのパソコンではファンクションキーのいずれか、あるいはDELキーを電
源投入直後に押下することで、起動メニューを表示することができます [12]。この起動メ
ニューは「（UEFI）BIOSメニュー」と呼ばれることもあります。
この起動メニューでは、パソコンに内蔵されている時計を調整したり、あるいはノート
パソコンのカメラや無線LANなどのデバイスの有効・無効を切り替えたり、起動時にパス
ワードの入力を求めるように設定したりといった、OSが動く前のさまざまなセットアップ
を行うことができます。『wipe-out』に関連する事項としては、「どのデバイスからOSを起
動するか」の優先順位を設定することができます。

起動優先度の設定

起動メニューの構成は機種によりさまざまですが、その中に「起動」あるいは「Boot」
という画面があります。この画面を呼び出すと、起動するOSが入っているデバイスをどの
順序で調べるかを決めることができます。パソコンはこの画面での優先順位に従ってデバ
イスをチェックして、起動可能なOSが入っているデバイスが見つかったら、そのデバイス
からOSを起動します。
多くのWindowsパソコンでは内蔵SSDなどが第1位になっていて、そこからWindows

が起動します。光学ドライブにCD-Rをセットしたり、USBメモリを接続していたとして
も、それらの優先順位は低い順位となっていて、CD-RやUSBメモリから起動することは
できないことが多いでしょう。
この優先順位の設定は、パソコンの機種にもよりますが、カーソルキーとエンターキー
の操作で行うことができます。たとえば、優先度第1位の項目にカーソルを移動してそこ
でエンターキーを押すと、内蔵SSDや光学ドライブ・USBメモリといった候補が表示され
ます。ここで光学ドライブにカーソルを移動させてエンターキーを押すと、優先度第1位
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5.3 ネットワークからのブート

は光学ドライブになり、元々1位だったSSDは2位に繰り下がります（そういう選択方法
ではないパソコンもあります）。
CD-R版『wipe-out』を利用したければ優先度第1位を光学ドライブに、USBメモリ版

を利用したければ優先度第1位をUSBメモリに設定してください。また、後述するネット
ワーク（PXE）ブート（p. 39）を利用したければ、ネットワークの優先度を上げてくだ
さい。

5.2 USBメモリからのブート
2020年台のパソコンでは、ノートパソコンだけでなく、小型のデスクトップPCでも光学

ドライブを搭載しないものが増えてきました。第2章で紹介した『wipe-out』の利用方法は、
単に起動デバイスがCD-Rというだけで、起動後の使いかたはUSBメモリ版『wipe-out』
でも変わりません。前節で説明した起動優先順位の設定で、USBメモリの優先度を上げる
と、USBメモリから『wipe-out』を起動することができます。
というわけで、使いかたについては第2章や第4章に再度、目をとおしてください。

5.3 ネットワークからのブート
パソコンによっては、PXEブートというネットワークからのOS起動に対応しているも

のがあります。PXEブートはネットワーク経由でブートストラップやOSをダウンロード
して、そのパソコン自身には格納されていないOSをブートする手段です。ブート時には、

• DHCPで IPアドレスの割り当てを受ける
• ブートストラップコードの場所をDHCPで通知してもらう
• 通知されたブートストラップコードをTFTPでダウンロードする
• ブートストラップコードを動かす
• ブートストラップコードは、NFS経由でカーネルをロードする

という手順が（FreeBSDでは）とられます。
なお、PXEとは「Preboot eXecution Environment」の略で、インテルが策定したネッ

トワークブートの規格だそうです。
会社や学校など、一度にたくさんのパソコンのデータを消去したい場合、複数枚のCD

を用意するのは大変かもしれません。そんなときは、このネットワークブートが便利では
ないでしょうか。

サーバの設定

ネットワークブートを利用するためには、DHCP、TFTP、NFSが動いているサーバを用
意する必要があります。FreeBSDマシンをサーバにするのであれば、ports/pkgからDHCP

サーバ（isc-dhcp-serverなど）をインストールしておきます。TFTPとNFSはについては、
設定ファイルを書き換える必要があります。
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第 7 章

ひろがる『wipe-out』の世界

ハードディスク消去ツール『wipe-out』は、OSとしてFreeBSDを使用し、いわゆるWin-

dowsパソコンで動作すると書きました。しかし、『wipe-out』はFreeBSDが動かないWin-

dowsパソコンでも動作するようになりました。本章では、これについて説明します。

7.1 Linux版『wipe-out』
一部のWindowsパソコンでは、OSであるFreeBSDがうまく起動しないこともあります。
そういった場合は、「Linux版」を使ってみてください。

Linux版開発の経緯

ハードディスク消去ツール『wipe-out』は、これまでオペレーティングシステム（OS）
にFreeBSDを使用し、「たった一枚のフロッピー」あるいは「たった一枚のCD-ROM」で
「軽快に動作」することを目標に開発を続けてきました。その一方で、まれにOSが動かな
い、デバイスを認識できないなどの理由で、データ消去を行えない（『wipe-out』が使えな
い）というご報告をいただくこともありました。
その一方、昨今では、手軽に使えるUN*X系Live CD/DVDが増えてきました。これを使
えば、上述のようなOSにまつわる問題が解消できるのではないかと考えました。『wipe-out』
そのものは、その大部分をシェルスクリプトで記述しているため、*BSDやLinuxなどの
「シェルが使える」UN*X系向けOSであれば、移植性は高いと考えています。『wipe-out』
のコアとなる部分をOSから分離して配布すれば、ひょっとしたら、うれしいかたもいらっ
しゃるかもしれません。
OSとしてFreeBSDでない*BSDを使う、という選択肢もありましたが、デバイスサポー
トなどが似通ってない方が「多様性」を確保できると考え、Ubuntu・Slaxでの開発を選択
しました。

オリジナル（BSD版）との相違

FreeBSD版とLinux版では以下の相違点があります。

• 『wipe-out』でハードディスクを消去できる段階、すなわち、メニューが表示される
までに時間がかかります。

• 古いマシン、メモリの少ないマシンでは、Linuxがブートしないかもしれません。

– オリジナルのFreeBSD版ではメインメモリが256Mバイトぐらいでも動作する
はずです。

– Slax版ではメインメモリが1GMバイトぐらいで動作するようです。
– Ubuntu版ではメインメモリが4Gバイトぐらいで動作するようです。
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7.2 Windows PE版『wipe-out』

• アーカイブを適当な手法で用意します。ネットワークが使えるなら「wget」コマンド
などでその場でダウンロードすることもできます。

• 「tar xzvf wpout12u-2023-01-11.tgz」などでアーカイブを展開します（図25）。

7.2 Windows PE版『wipe-out』
世の中にはFreeBSDはおろか、各種Linuxもうまく動かないWindowsパソコンが存在す

るようです。そこで、「じゃ、Windows版はどうじゃろか?」と思い、調子に乗って「Windows

PE（Windows Preinstallation Environment）」で動くものを作ってみました。
これは本当に簡素なもので、フロッピー版のサブセットのさらにサブセットのような位

置づけです。ライセンス上、ISOイメージの公開は無理と考えたので、作りかただけを公
開しています。せっかくなので、動作画面を貼っておきます。
まず起動すると図26のような画面が表示されます。消去できるデバイスは「0番目のディ

スク」に限定してあります。

図 26 Windows PE版起動画面

他の版と同じように「消しますか?」と複数回確認するようにしてあります (図27)。すべ
て「y」を入れると消去が実行され、終了すると図28のようになります。
内部的には「diskpart」コマンドを使って消去するようになっています。なお、ISOイ

メージファイルのサイズは382Mバイトです。
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第 8 章

インサイド『wipe-out』

ここまで、主にCD版『wipe-out』のメインメニューが表示されてからの使いかたを中
心に説明しました。USBブート版やPXEブート版は、ブート方法が違うだけで、本質的
にはCD版と差異はありません。
フロッピー版とそこから派生したLinux版は、メニューの表示・選択方法が異なってお
り、メインメニューから選ぶことのできる操作が少ない「サブセット版」という位置にあ
たるでしょう。
これらの『wipe-out』のメインメニューからの操作方法はひととおり説明しましたが、そ
の中身はどのように作られているのかについては説明していませんでした。さらにはメイ
ンメニューが起動する前の、いってみれば『wipe-out』の外側はどうなっているのでしょ
う。本章ではそれらについて説明します。

8.1 『wipe-out』の中身は?
前章で、『wipe-out』そのものはその大部分をシェルスクリプトで記述している、と書き
ました。UN*X系OSやシェルスクリプトの扱いに慣れているかたであれば、おおよそど
のようなものになっているかは想像できるのではないかと思います。
UN*X系OSでは、ハードディスクなどの記憶媒体はデバイスファイルという形で取り扱
うことができます。そして、「dd(1)」というコマンドを使うと、それらの記憶媒体の任意の
場所に任意の情報を書き込んだりすることができます。実際に『wipe-out』でやっているこ
とは、UN*X系OSにおけるシェルのプロンプトから、「dd if=/dev/zero of=/dev/ada0」
と入力することと、大きな違いはありません。
とはいえ、ここで書いたコマンドが何を意味するのかを理解すること、そして、UN*X

系OSをブートして、シェルからコマンドを入力するのは、慣れた人以外ではハードルが高
いと思われます。ハードディスク消去ツールは、上に書いた操作を「なるべく簡単に」か
つ「誰にでも」使えるようにしたものです。
また、ハードディスクの消去はそれなりに時間もかかります。そこで『wipe-out』では、
全体の作業のうちのどれだけが完了したのかといった情報も簡単にわかるようにしました。

ディスク消去のコア部分
『wipe-out』で、実際に消去作業を行っているのは、「erase.sh」というシェルスクリプ
トです。このスクリプトを非常に単純化すると、以下のようになります [13]。
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第 8章 インサイド『wipe-out』

8.4 FreeBSDのブートメニューの操作
図1（p. 13）にFreeBSDが動き出す前のブートメニューを紹介しましたが、本節ではこ
の使いかたのいくつかを紹介しましょう。

画面解像度の変更

ブートメニューには次のように表示されています。

1. Boot Multi User [Enter]

2. Boot [S]ingle User

3. [Esc]ape to loader prompt

4. Reboot

5. Cons: Video

Options:

6. [K]ernel: default/kernel (1 of 2)

7. Configure Boot [O]ptions...

ここで「3. Escape to loader prompt」を選択する（3を押す）と、

Type ’?’ for a list of command, ’help’ for more detailed help.

OK

ブートローダのプロンプト「OK」が表示されます。
このプロンプトに対して「gop list」を入力すると、画面解像度のリストが出てきます

（機種によって結果は異なります）。

OK gop list

mode 0: 1920x1200x32 stride=1920

mode 1: 640x480x32 stride=640

mode 2: 800x600x32 stride=800

mode 3: 1024x768x32 stride=1024

mode 4: 1920x1080x32 stride=1920

OK

『wipe-out』の推奨解像度は640×480（いわゆるVGA）なので、この例では

OK gop set 1

と入力します。ここで次の「OK」プロンプトに対して「menu」を入力するとブートメ
ニューに戻ります。そして「ENTER」を押すと『wipe-out』が640×480ピクセルの画面
解像度で起動します。なお、必ずしも画面解像度を640×480ピクセルに設定しなければ
ならないというわけではありません。画面解像度に合わせて文字フォントのサイズを適当
に選択するようにしてあります。
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